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日野市ボラン
ティアセンター

日野市ボランティア・センター
〒１９１－００１１ 日野市日野本町7-5-23 中央福祉センター内
TEL＝042-582-2318 FAX=042-582-0082
MAIL＝hino-vc@hinosuke.org

ー Program ー

2月10日（金）傾聴の基本

2月17日（金）心の病の理解

2月24日（金）高齢者の理解

3月 3日（金）認知症の理解

全４回 13：30～16：00

【会 場】中央福祉センター（日野本町7-5-23）

【講 師】宮本 芳恵 氏（一般社団法人アルデバラン代表理事・看護師）

渡辺 べん 氏（渡辺べん心理相談室代表）

島村 繭子 氏（つながりセラピー代表）

【定 員】先着30人

【対 象】日野市在住・在勤・在学で全4回受講できる方を優先

【参加費】3,000円 ※ 全４回修了者には「修了証」を発行します

申込用QR

相手の心にそっと寄り添う「聴く力」が身につく講座。

家族や友人との会話、ご近所付き合いにも役立ちます。

受講後は、高齢者施設や個人宅でお話に耳を傾ける

「傾聴ボランティア」としても活動できます。

まずは気軽に、学んでみませんか。

【申込方法】
メール／FAX／QRコードにて
氏名・ふりがな・年齢・住所
電話番号・受講動機を記入
※2月3日（金）〆切

傾聴ボランティア入門講座「りっすん」

何気ない世間話でいい。
笑顔を交わすだけでもいい。

あなたの訪問を
心待ちにしている人がいます。



ボランティアを依頼したい方へ
「ボランティアさんに手伝ってもらいたい！」「音楽演奏やマジックなど催し物を依頼したい！」
という個人や団体の皆様は、右記QRコードより「ボランティア募集依頼用紙」をダウンロードのうえ、
FAXまたはメール添付にて、ボランティアセンターまでお送りください。

【ボランティアを依頼
ご希望の方はこちら】



スマホサロン「ぽちぽち」



生きた本

様々な生き方が

一人ひとりある

人生話をひも解く

社会はそもそも

多様性に満ちている

ヒューマン
　ライブラ

リー

【本の紹介】
〇須永 克彌 さん (日野の歴史を俯瞰 定年退職後の活動)　　
〇直井 　誠 さん (私のボランティア人生)　　　　　　　　
〇佐々木 ふみか さん (身近な人の死を語り合う)　　　　　
〇土方 ヨシエ さん、矢内 元子 さん (私たちの戦争体験)　　
〇斉藤 あきの さん (少数派なんて関係ない。マイノリティ   
　　　　　　　　　 大学生)　　　　　   　　　　　　　　　

（⼈間図書
館）

2023 .2 .18　（土）
時間：13:30～16:00　受付13:15
場所：日野市立中央福祉センター
　　　（日野本町7-5-23）

参加費無料  どなたでも参加できます
一人２冊まで読めます（聞けます）

定員：15人
申込：電話、申込フォーム
 　　　（名前、連絡先、読みたい本の希望）
電話：042-582-2318

申込フォーム→

主催：まちづくり人プロジェクト

詳しくはホームページで
日野市ボランティア・センター

ヒューマンライブラリーとは　　　　　　
人を図書館の「本」に見立てて、少人数の
読者に対話形式で人生話を自己開示する対
話イベントです。　　　　　　　　　　　





事業・団体名 募集日程 助成対象分野 問合せ先

【東京都ボラン
ティア・市民活動

センター】
ボランティア・市民

活動支援総合基金

「ゆめ応援ファン

ド」助成金

－2023年度 募集－

2023年
1月25日(水)

消印有効

東京都内におけるボランティア・市民活動の開発・
発展を通じて市民社会の創造をめざすた めに、地域
住民や民間団体のボランティア・市民活動に対し必
要な資金の助成を行います。
【対象】
(1) ボランティア・市民活動団体※法人格の有無は

問いません。※一般社団法人については非営利
徹底型のみ対象となります。 非営利徹底型とは、
「定款上で剰余金や残余財産の分配を禁止して
いる団体」を指します。

(2) ボランティア・市民活動を推進している民間非
営利団体※ボランティア・市民活動センターを
はじめ、他団体を支援する中間支援組織も含む。

(3) 主たる活動エリアが東京都内であること

〒162-0823
東京都新宿区神楽河岸1-1 
セントラルプラザ10F

TEL：03-3235-1171
FAX：03-3235-0050

東京ボランティア・
市民活動センター
ゆめ応援ファンド係

【独立行政法人

国立青少年教育

振興機構】

令和５年度

子どもゆめ基金

2023年
5月1日(月)

～
6月27日(火)

17時締切

※電子申請
になります

「子どもゆめ基金」は、未来を担う夢を持った子ど
もの健全育成を進めるため、民間団体が実施する自
然の中でのキャンプや科学実験教室などの体験活動、
絵本の読み聞かせ会などの読書活動などへの支援を
行っています。
【対象】
社団法人、財団法人、NPO法人、法人格を有しない
地域のグループ・サークルなど、青少年教育に関す
る活動を行う民間の団体が助成の対象となります。

〒151-0052 
東京都渋谷区代々木神園町
3-1

TEL：03-6407-7692／
03-6407-7693

FAX：03-6407-7720
E-mail：yume@niye.go.jp

子どもゆめ基金部助成課
担当：大場、安達、山本

助成情報



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



渡
辺
妙
子
さ
ん

まちづくり人 コラムリレー
誰もが住みやすい豊かなまちを目指して、日野市内外で輝く「まちづくり人」を紹介します。

あなたもきっと「まちづくり人」！

高
幡
台
団
地
の
入
居
開
始
は
、
昭

和
４
５
年
で
す
。
当
時
、
公
団
住
宅

は
抽
選
で
、
な
か
な
か
入
れ
ず
団
地

に
住
ん
で
い
る
奥
さ
ん
は
、
団
地
マ

マ
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
人
気
が
あ
っ
た

の
で
す
。
私
は
、
夫
の
転
勤
で
関
西

か
ら
こ
の
団
地
に
住
ん
で
４
２
年
目

に
な
り
ま
す
。
引
っ
越
し
の
時
、
３

番
目
の
子
を
妊
娠
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
な
ん
と
双
子
だ
っ
た
の
で
す
！

４
人
の
子
持
ち
に
な
り
、
生
活
は

大
変
で
し
た
。
下
の
子
達
が
幼
稚
園

に
入
っ
た
時
、
自
治
会
事
務
員
募
集

３
万
円
と
い
う
チ
ラ
シ
に
目
が
留
ま

り
、
３
万
円
に
つ
ら
れ
て
応
募
し
た

の
が
自
治
会
活
動
と
の
出
会
い
で
し

た
。
平
成
元
年
に
子
育
て
も
一
段
落

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
事
務
局
長
に
。

令
和
元
年
に
前
会
長
が
体
調
を
崩
さ

れ
急
遽
自
治
会
長
に･

･
･

自
治
会
の
役
員
や
運
営
委
員
も
長
く

先日小さなダイニングテーブルを買いました。
今までちゃぶ台＆床で食事していたので、椅子
に座って食べる食事はなんだか新鮮…外食続き
を卒業してたまにはちゃんとしたご馳走を作ろ
うかな～という気分になった堤でした（堤彩）

子どもたちと福祉の授業をしています。「福
祉＝みんなの幸せ」という考えのもと、幅広
く取組んでいます。子どもの素直な考えや行
動は社会を変えていくとエネルギーを感じて
います。日本の未来は大丈夫！（宮崎雅也）

活
動
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
親
戚

の
よ
う
な
関
係
で
、
と
て
も
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
良
く
活
動
で
き
て
い
ま
す
。

最
近
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
方
が
団
地

を
社
宅
に
し
て
多
く
住
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
交
流
を
図
り

た
い
と
思
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
方
が

勤
め
る
会
社
の
社
長
に
そ
の
旨
を
書

い
た
手
紙
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ

に
返
事
を
い
た
だ
き
、
間
も
な
く
懇

談
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
嬉
し
い
こ
と
に
自
治
会
に
も

入
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

文
化
も
暮
ら
し
も
違
う
中
、
大
変

な
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
住
み

よ
い
環
境
の
中
で
暮
ら
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
団
地
内

の
イ
ベ
ン
ト
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
文
化
を

紹
介
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
同
じ
号
棟
に
住

む
人
と
も
、
知
り
合
い
に
な
れ
た
よ

う
で
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

団
地
は
、
社
会
の
縮
図
の
よ
う
な

場
所
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
ま

す
。
問
題
や
課
題
が
見
つ
か
る
と
、

み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
す
。
見
守
り

活
動
や
憩
い
処
サ
ロ
ン
、
お
助
け
合

い
活
動
、
そ
し
て
交
流
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

今
ま
で
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
は
自
治
会
が
（
株
）
九
九
プ
ラ
ス

に
直
談
判
に
行
っ
た
事
が
き
っ
か
け

で
団
地
内
に
ロ
ー
ソ
ン
１
０
０
の
誘

致
が
出
来
た
こ
と
で
す
。

ど
う
で
あ
れ
ば
自
分
に
と
っ
て
、

又
相
手
に
と
っ
て
、
こ
の
団
地
が
住

み
よ
い
場
に
な
る
か
を
模
索
し
な
が

ら
行
動
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
を
、
自
分
た
ち
で
豊
か
に
し

て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
一
番
し
た
い
事
は
、
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
た
ら
、
自
治
会
役
員
の
手

作
り
の
日
本
料
理
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

方
々
に
振
舞
う
事
で
す
！

ミャンマーの踊りを披露する様子

高
幡
台
団
地
自
治
会

会
長

困
っ
て
い
る
人
を
ほ
っ
と
け
な

い
！

はじめて、歳末助け合いバザーに参加しまし
た。いままでバザーと聞くと学校で行うもの
のというイメージが覆されました！コロナ禍
ではあるものの、イベントが徐々に復活して
欲しいなとより感じました。（近藤彩来）

【まち歩き】豊田駅南口の中央図書館。図書館
建築で有名な鬼頭梓氏の設計で、来年50年にな
る建物。南側の崖下には「東京都名湧水57選」
の一つ「中央図書館下湧水」が有り、１年を通
して水温18℃と言われる清らかな流れに心癒さ
れます。（中村康子）

編

集

後

記

撮影：後藤麻衣
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